
§ 4.6 半 直交分解 および 例外 列 の 変異

D : E - Linear な tri.cat

C C D : adenine Sub Cat
.

( Pwp 4.31 ) より
、

D = く ど
,

C 〉 = 〈 C
.

と

7.hn
4.58

と 上 で O 射 に なる 三角 函手

{ Re : D → D

L c : D - D

が 存在 して
、

互いに 逆函 手 となる 同値
.

ど →
t

etc
- i

を 誘導 する

①

i? じ を
、

それぞれ 埋め込み
i : C - D

の 石 随伴
,

左 随伴 と する 。



e - D

※
F E D に対して

、 Re (F)
, Le ( F) を

、

Re ( F) i = Cone ( F → どにり| Le ( F) に Cone (心 (F) → F ) El ]

と 定める 。 ( Pwp 4.31 ) の ギロン から
、

{ Re (F ) E と
L
c ( F) E C

t

.

(間 では ) より
、

Rc (一). Le ( ー ) は 函手 的
。

et
. F t G に対して

F → i 。 ( F) → Re (F)

H di s で h

G → i 。 ご (G ) → Re (G)
で も
u

に{ Hoon ( RE)は ,
i 。 ご (G) ) = 0

. 1Hoon ( Re (F) [ーけ
、
i。 ご ( G) [」] ) = 0

.



F E
t

C に対して
.

Re O Le (F) = F

を 示す
。

Le
、
Re の 定義 から 次 の 図式 を 得る i

と 。 R o Le (F) ED Cone (a)
-
0射

一山 に、

Le (F) ns i 。 に (F) ne F
Q

t "

だ と

i.io LeG)

八 面体 公理 より
、

dlst.tn
.

Re ° Le (F) → F → Core (a)

を 得る 、

① Le ( F ) → こいし o Le (F) → Role (F)

| | 心"に" 逃い → au )Le ( F) → i.it ( F) → 下

の 3 つ から
.



F E
t
C

,
Cone (U ) E と より

、

F → Cone Cu) は 0 射
、

従って
、

Re o Le (F) → F → Core Cu) EO より
、

Re o Le ( F) 三 F の Cone Cu) [一口

を 得る .

Re O Le ( F ) E
t と な ので

、

Cone (U) [t] = 0
.

C Cone (u ) EC)

こ、 Cone (U ) = 0
.

i. Re o Le (F ) E F.

同様 に して
、 Leo Re (G ) = G ( GECり

口

町
Re を C による 右 変異函手 (は

は mneyfactor

L と を
、

と に よる な 変異函手 (
left Motion )factor

と よぶ 、



Gr 4.59

D こ く と 、
,

た
,

い

,
em 〉 i SOD of D

各 た CD が admis.siHe Sub category

この とき
、

1 E k Em- 1 に対して
、

次の SOD が 存在 する
.

D = く といい 、
CK-いたい

、 Red Cc )
、
とピッ Em 〉

D = く と し 、

い
、 Can

,

Le
、、
( Cu )

、

CK
、
Ce Cm〉

① CK
,
Em は それで R .

C とk
,
Cal 〉 の adwiss.dk

Sub っ

く とk
.

と灬 〉 = 〈 Can
. Race . ( CoD

く とk
.
Cu 〉 = 〈 La ( ととい) 、

CK >

ロ

Pen 4.60

Le、、
( Cal

.
や Red CK ) が D の admissible.sub

に なる か は 分から ない .

D が
、

Smooth pwj.cl s . var. X の
が(X ) なら

.

( Gr 4.33 ) より
、

これら も admissiblesu.br



km 4、

6 1

( G。 4.59 ) の 状況 下 で
、

Han ( Coca ) = 0

とする と 、

Le 、、 ( En ) = Cal{ Re ..... し た = た

よって
、 SOD (4

.

13 ) (4. 14 ) は 単に
、
次の ような

.

SOD の 入れ替え と なる
.

D = く といい, CK- i . Cal
,

CK
,
Cm

,
い、 Em 〉

①

R i D - D

Gale
-

t

Get 、

L

F E CK C ととい とする
、

i : Cal - D
.

Re ( F) - Cone ( F → i 。 じ (F) )
_

より
ktl

F → io (F ) → Re
a 、 (F) - F [ I ]

Han ( CK
,
Cm ) = 0

,

Horn ( Cu
,
CK ) = 0 . より

.

Re 、、、、、
(F) = F [ l] i

. Re
、、、、
(CK ) = EK

.

☐



km 4
、
6 2

D = 〈 とい た 〉 i SOD

i D の Serve 函 手
とすると

、
次 が 成立 i

{ Re 、
( G ) = (G)

Le
.
( C) = し た )

①

Le
、
( た ) = ei = et ( C .

c ei)

dem 函手 の 性質 か?

(a) c et{ ぶ ( ど ) に し たり

( Hour
p
( E

,
F ) 三 Hom

。 ( F, (E) )り
.

(問 4.32 にり ) より
.

2

( たり = Cz

i.ci c ( た ) cどい
し た ) = ei = La (G )

口



例外 列 と 右 ( 左 ) 変異 函手

D i E - linear な tri.at

い、 有限 型

(
も
Ei

.

E 2 E D
,

RHan 、っ
( E

いた) E が (Ve比( ) )
を dim Hour。 ( Ei . E z [J ) < A

( E .
F ) i D の 例外 列 ( exceptt.nl Collection)

( 生成 列 か どう か は 分からない )

〈 E 7
.

〈 F 〉 i D の admissible.sub.

それぞれに ついて 定まる 函手

R< E >
,

L ( F 〉

を 考える 、

まず
、

RE E
,
LE F を 次 の exact tri で 定める

{ E
Et RHorn (EF ) F → RFE 14.151

し た F → IR Horn ( E
,
F) @ a E が F (4. 16)



{ E
El RHorn (EF )法 F → RFE 14.151

し た F → IR Horn ( E
,
F) @ a E が F (4. 16)

次 の 図式 を 考える !

i o iR (F ) → F → L <E > (F ) [ 1]

did

KHorn (E 、 F) ④ E → F → LE F [ 1 ]

、

ここ で
、 〈 E 〉 医 D し た 下 E 〈E 〉

t.Hom.fi
。 E ( F )

、
LE F) = Hoon

、っし じは (F) , LE FED
= 0

.

i. (問 で は ) より
ヨ ! f i i 。 i

R (F) →lRHomCE.FI@E.lゴ
h i L <E > (F) → LE F

st 、 図式 が 可換
、

逆 方向 も 同様 に 得 られ 、 f 、

h は 同型
。



i. し く た っ ( F) = LE F E 〈 Eが

同様に 、 RE E E R (E ) E とF ?

次に
、

E ei RH ・m (EF)
"

④ F → RE E

に Hour ( 一 、
E ) を 施して

.

Horn ( RE
,
E) → HomGRHomK.FY@F.E) → Han (E, E )

を 得る
、

IRHour (E,
F)
"

④ F E 〈 F 〉 で
、

( E
,
F ) が D の 例外 列 だ から

.

IR Han (F , E) = 0
.

こ、 Hour ( IRHom した、 F)
"

④ F
,
E) = 0

.

こ、 R Hoon ( RE E
,
E ) = RHour (E

,

E )

= Q [t ]
.



次に
、

E ft IR Hour (E ,
F)な F t RE

に
、

Hour ( REE
,

- ) を 施すと
,

YF〉 〈F 〉
u

U

Horn (RE
,
E) → Hoon ( RE , RHom したが☒ 下)

三 EEI ] → Hour (RE 、
RE )

RE ETF 〉
、

IRHan (E
,
F)
"
④ F E 〈F 〉

お)
.

Hoon (RE ,

R Horn (E
,
F)
"

④ F ) = 0
.

i、 R Horn ( RE E ,
RE E ) 三 C

つまり
、

RF E は 例外 対象 ( exceptand Object )
.

( 同様 に
、
LE F も exceptand Sect )

_

そこで、 新たな exceptEnd Collection
.

( F
,

RE E )
、

( LE F
.
E)

が 存在 して
、

〈 E
,
F 〉 = 〈 F , RFE 〉 = 〈 LE F

,
E ?



Def

RF E を
、

E の 下 に よる 石 変異 ( right ninein)
LE F を

、
F の E による 左 変異 (left www.)

と よぶ
、

G

与え られ た D の 例外 (生成 ) 列
T = (E . .

い
,
Em )

1 E k E m 」

に対し
、

{ RK の に ( Ei
,

い
,
EM

,
En

,
RE

、、、
EK
,
EmA Em )

LK の に ( Ei
, い Ekt , L比

Eat
,
EK
,
Em Em)

も 例外 ( 生成 ) 列



Thm 4.63

( Q
, P ) i 順序 付き 関係式 付き 箙
Qo に { 1

, い、 m }

A i =
k% ; 道代数

.

この とき
、
( S(り

、
Sに)

、
いい SLM) は

ぱ (mod - A) の 例外 色感 列 に なる
.

また
、
( Nm)、 P(mi )

、 ッ PCI ) ) は 強例外
_

生成 列

①

( 例 4.40 ) で 見た ように
、

のこ ( PCM)
、
P(mi )

,
い、 ECり )

は 強 例外 列

Ier, Hank ( PC), PCD) = {
S Ali (にり

0 ( kもり

一方
、

[ Bon ' 89 Len 5
.
6 ] よと

し 、 (いい ) ( い し
、 b) いし し、

い Lm 、 ) の
= ( Lam ) しき (mi ) " LR a, R (り 、

Lam Lam、いい La, R に)

いい . R(m ) )

= ( SLI) Em
、

SH Em tD
, い、 S(mi ) [ IJ , Nm) )



また
、

mod . A の 単純対象 は S(i ) たち のみ
。

( len B.4)
、

かつ
、

modA = 〈 SCI) 、 SH 、
ッ Sm 〉 ex

( くー 〉ex は Extension CGsure )
、

だから 、 exceptLand Collection (いしり い
、
Stan) ) は

th exceptand Collection (例外生成列 )

従って
、

r = ( い づ ( ルリ [- intD 、 心 [ intD , い、 km)

で
、

の は 強例外 生成 列
、 口

例 4
、

64 ( Jordan - Hi ( der 性 を 持たない 導来園 ) )



Prop 4.65 (Bon
'

89 )
D の 例外 列

T = ( Ei , い、 Em )
に対し 、

R Li T = Li R = の

が成り立っ、

また.li J 1 > 1 なる しり に対しては
.

Li Lj の こ Lj Li の 。

さらに
、

R Rin R = Rin R Rin{ Li Lin Li = Lin Li Lin

特に 、 D の 例外 生成列 全体 の 集合 C には、

m 本 の 組み紐 から なる 組み紐 群 Bm が作用する
。

[ こ t し た2

RT = ( E 、 iり た こい
、

Ein
、
RE
inEi , Ein . いっ Em )

Rei Rio = (Ei 、
い

、 Ein ,
Ein

,
Ein

.
REm (ReEi) ii En)

R Rn Rは こ した 、

い
、
Ein

,

E '
けこ

、
REにいたい 、 RE Rたい列

、
いい

、
Em )

、


